
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 文書の印刷体裁を設定する文書処理方法であって、
　 文書全
体の印刷体裁を設定する第１設定工程と、
　
前記文書に含まれる所定 毎の印刷体裁を設定する第２設定工程と、
　前記第１及び第２設定工程において設定された前記印刷体裁に基づいて、前記文書の印
刷体裁 工程とを有し、
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複数の章からなる階層構造を有する
第１階層として文書全体の第１印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、

第２階層として文書の所定単位の第２印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、
単位

情報を生成する印刷体裁生成
前記所定単位の印刷体裁は、印刷に関する複数の機能グループに分類されており、
前記第２設定工程は、
前記機能グループ毎に、前記所定単位の印刷体裁を前記第１設定工程で設定される文書

全体の印刷体裁に合わせるか否かを設定する合致設定工程と、
前記合致設定工程で、前記機能グループにおける前記所定単位の印刷体裁を、前記第１

設定工程で設定される文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記文
書全体の印刷体裁に合わせないと設定された前記所定単位の印刷体裁の機能グループにお
ける印刷項目を、前記文書全体の印刷体裁と独立して設定する項目設定工程とを含み、

前記印刷体裁生成工程では、前記文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定された前
記所定単位の印刷体裁の機能グループに対して前記第２設定工程で設定された印刷体裁を
用い、前記文書全体の印刷体裁に合わせることが設定された所定単位の印刷体裁の機能グ



ことを特徴とする文書処理方法。
【請求項２】
　

ことを特徴とする請求項１に記載の文書処理方法。
【請求項３】
　前記文書は、章及びページの階層構造で構成されており、
　

　

に記載の文書処理方法。
【請求項４】
　

ことを特徴とする請求項３に
記載の文書処理方法。
【請求項５】
　 文書の印刷体裁を設定する文書処理装置であって、
　 文書全
体の印刷体裁を設定する第１設定手段と、
　
前記文書に含まれる所定 毎の印刷体裁を設定する第２設定手段と、
　前記第１及び第２設定手段により設定された前記印刷設定に基づいて、前記文書の印刷
体裁 手段とを有し、
　
　
　

　

　

ことを特徴とする文書処理装置。
【請求項６】
　

ことを特徴とする請求項 に記載の文書処理装置。
【請求項７】
　前記文書は、章及びページの階層構造で構成されており、
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ループに対して前記第１設定工程で設定された前記文書全体の印刷体裁を用いて前記印刷
体裁情報を生成する

第３階層として前記文書の所定単位に含まれる各ページの印刷体裁を設定する第３設定
工程を更に備える

前記ページの印刷体裁を、前記第２設定工程で設定される章の印刷体裁に合わせるか否
かを設定するページ合致設定工程と、

前記ページ合致設定工程で、前記ページの印刷体裁を前記第２設定工程で設定される章
の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記ページの印刷体裁の印刷項目を、
前記章の印刷体裁と独立して設定するページ項目設定工程とを更に含むことを特徴とする
請求項２

前記印刷体裁生成工程では、前記章の印刷体裁に合わせないことが設定されたページに
対して前記第３設定工程のページ項目設定工程で設定された前記ページの印刷体裁を用い
、前記章の印刷体裁に合わせることが設定されたページに対して前記第２設定工程で設定
された章の印刷体裁を用いて、前記印刷体裁情報を生成する

複数の章からなる階層構造を有する
第１階層として文書全体の第１印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、

第２階層として文書の所定単位の第２印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、
単位

情報を生成する印刷体裁生成
前記所定単位の印刷体裁は、印刷に関する複数の機能グループに分類されており、
前記第２設定手段は、
前記機能グループ毎に、前記所定単位の印刷体裁を前記第１設定手段で設定される文書

全体の印刷体裁に合わせるか否かを設定する合致設定手段と、
前記合致設定手段により、前記機能グループにおける前記所定単位の印刷体裁を前記第

１設定手段で設定される文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記
文書全体の印刷体裁に合わせないと設定された前記所定単位の印刷体裁の機能グループに
おける印刷項目を、前記文書全体の印刷体裁と独立して設定する項目設定手段とを含み、

前記印刷体裁生成手段は、前記文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定された前記
所定単位の印刷体裁の機能グループに対して前記第２設定手段で設定された印刷体裁を用
い、前記文書全体の印刷体裁に合わせることが設定された所定単位の印刷体裁の機能グル
ープに対して前記第１設定手段で設定された前記文書全体の印刷体裁を用いて前記印刷体
裁情報を生成する

第３階層として前記文書の所定単位に含まれる各ページの印刷体裁を設定する第３設定
手段を更に備える ５

前記ページの印刷体裁を、前記第２設定手段で設定される章の印刷体裁に合わせるか否
かを設定するページ合致設定手段と、

前記ページ合致設定手段により、前記ページの印刷体裁を前記第２設定手段で設定され
る章の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記ページの印刷体裁の印刷項目
を前記章の印刷体裁と独立して設定するページ項目設定手段とを更に含むことを特徴とす



に記載の文書処理装置。
【請求項８】
　

ことを特徴とする請求
項 に記載の文書処理装置。
【請求項９】
　 文書の印刷体裁を設定する文書処理方法をコンピュ
ータにより実行させるために、該コンピュータを、
　 文書全
体の印刷体裁を設定する第１設定手段と、
　
前記文書に含まれる所定 毎の印刷体裁を設定する第２設定手段と、
　前記第１及び第２設定手段により設定された前記印刷設定に基づいて、前記文書の印刷
体裁 手段とを有し、
　
　
　

　

　

ことを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　

ことを特徴とする請求項 に記載のプログラム。
【請求項１１】
　前記文書は、章及びページの階層構造で構成されており、
　

　

に記載のプログラム。
【請求項１２】
　

に記載のプログラム。
【請求項１３】
　請求項 のいずれか１項に記載のプログラムを記憶したことを特徴とする記憶
媒体。
【発明の詳細な説明】
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る請求項６

前記印刷体裁生成手段では、前記章の印刷体裁に合わせないことが設定されたページに
対して前記第３設定手段のページ項目設定手段で設定された前記ページの印刷体裁を用い
、前記章の印刷体裁に合わせることが設定されたページに対して前記第２設定手段におい
て設定された章の印刷体裁を用いて、前記印刷体裁情報を生成する

７

複数の章からなる階層構造を有する

第１階層として文書全体の第１印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、

第２階層として文書の所定単位の第２印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、
単位

情報を生成する印刷体裁生成
前記所定単位の印刷体裁は、印刷に関する複数の機能グループに分類されており、
前記第２設定手段は、
前記機能グループ毎に、前記所定単位の印刷体裁を前記第１設定手段で設定される文書

全体の印刷体裁に合わせるか否かを設定する合致設定手段と、
前記合致設定手段により、前記機能グループにおける前記所定単位の印刷体裁を前記第

１設定手段で設定される文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記
文書全体の印刷体裁に合わせないと設定された前記所定単位の印刷体裁の機能グループに
おける印刷項目を、前記文書全体の印刷体裁と独立して設定する項目設定手段とを含み、

前記印刷体裁生成手段は、前記文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定された前記
所定単位の印刷体裁の機能グループに対して前記第２設定手段で設定された印刷体裁を用
い、前記文書全体の印刷体裁に合わせることが設定された所定単位の印刷体裁の機能グル
ープに対して前記第１設定手段で設定された前記文書全体の印刷体裁を用いて前記印刷体
裁情報を生成するコンピュータとして機能させる

第３階層として前記文書の所定単位に含まれる各ページの印刷体裁を設定する第３設定
手段を更に備える ９

前記ページの印刷体裁を、前記第２設定手段で設定される章の印刷体裁に合わせるか否
かを設定するページ合致設定手段と、

前記ページ合致設定手段により、前記ページの印刷体裁を前記第２設定手段で設定され
る章の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記ページの印刷体裁の印刷項目
を、前記章の印刷体裁と独立して設定するページ項目設定手段とを更に含むことを特徴と
する請求項１０

前記印刷体裁生成手段では、前記章の印刷体裁に合わせないことが設定されたページに
対して前記第３設定手段のページ項目設定工程で設定された前記ページの印刷体裁を用い
、前記章の印刷体裁に合わせることが設定されたページに対して前記第２設定手段におい
て設定された章の印刷体裁を用いて、前記印刷体裁情報を生成することを特徴とする請求
項１１

９乃至１２



【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、章やページを含む文書に対して 章やページごとに個別の設定を行う
ことができる文書処理方法及びその装置及び に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
文字や表、画像などデータの種類が異なると、そのデータを定義するデータ構造やそれら
データに対する編集操作が異なるために、データの種類に応じた様々なアプリケーション
プログラムが提供されている。従って利用者は、文字を編集するためには文字処理プログ
ラム、表を編集するためには表計算プログラム、画像を編集するためには画像編集プログ
ラムといった具合に、データの種類別にアプリケーションを使い分けて、それらデータの
作成や編集等を行っている。
【０００３】
このように、利用者はデータの種類ごとにアプリケーションプログラムを使い分けるのが
一般的である。しかし、利用者が作成しようとする文書としては、例えば文字のみや、表
のみ、画像のみといった１種類のデータで構成される文書よりも、文字と表、文字と画像
など、複数種類のデータで構成される文書の方が一般的である。そこで、これら複数種類
のデータを含む文書を作成するためには、利用者は各種アプリケーションが備えている印
刷機能を利用して、各アプリケーション毎にそれぞれ対応するデータを印刷し、その印刷
物をスキャナ等で読み取って所望の順序に組み合わせる必要があった。
【０００４】
或いは、いわゆるオフィススイートと呼ばれる、各種アプリケーションによって一つの統
合アプリケーションを形成するプログラムには、各アプリケーションで生成されたデータ
を組み合わせて一つの文書を構成する機能を提供するものもある。この統合アプリケーシ
ョンを使用する場合には、利用者は、各アプリケーションで作成したデータを、この統合
アプリケーションに含まれる特定のアプリケーションによって、目的とする一つの文書に
まとめることができる。
【０００５】
このようにして作成された文書などの印刷指示をパーソナルコンピュータ等の情報処理装
置上で行う場合には、その文書に対して様々な印刷体裁を設定可能とすることで、ユーザ
に自由度の高い印刷を行わせてきた。また、印刷対象となる文書に章やページなどがある
場合には、その章やページなどに対して、文書全体とは異なる例外的な印刷体裁の設定を
可能とすることで、より自由度の高い印刷体裁設定を行えるようにしてきた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、利用者が各種アプリケーションによる印刷物を組み合わせて目的とする一
つの文書を作成する場合、例えばページ番号を各ページに振るためには、一旦、必要なデ
ータを全て印刷出力し、文書としてまとめてから付すべきページ番号を決定する必要があ
る。そして、各アプリケーションによって、そのアプリケーションで作成された原稿の各
ページ（これを論理ページ或いは原稿ページと呼ぶ）ごとに、その決定されたページ番号
を書き込まなければならない。
【０００７】
またアプリケーションプログラムがページ番号を振る機能を有している場合であっても、
不連続部分があればその部分についてはやはり利用者がページ番号を指定しなければなら
ない。また、文書のページを再配置した場合には、ページ番号もそれに合わせて振り直さ
なければならない。また複数の原稿ページを、印刷物としての１ページ（これを物理ペー
ジ或いは印刷ページと呼ぶ）にまとめたり、片面印刷から両面印刷に変更するなど、デー
タの内容に関する変更ではなく、単に印刷書式を変更する場合であっても、アプリケーシ
ョンによるデータの編集及び印刷のし直しが必要となる。
【０００８】
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、例えば
そのプログラム



このように、一つの文書を構成するデータの種類ごとにそれを管理できるアプリケーショ
ンが異なることから、その文書を扱う際に、利用者自身が人手によってアプリケーション
間のインターフェースを行わなければならない。このことは利用者に多大な労力を要求す
るものであり、これによる生産性の低下をもたらす。更に、多くの人手を介することから
エラーの発生も生じやすかった。
【０００９】
一方、上述の統合アプリケーションを利用して文書を作成する場合は、印刷出力せずに、
データの状態で各種データを配置することができる。このため、印刷物を組み合わせて目
的とする文書を作成する場合ほどには、利用者の労力が要求されることはない。しかしな
がら、各種データを編集・作成するためのアプリケーションは、その統合アプリケーショ
ンに含まれるアプリケーションに限られてしまうため、利用者が望むアプリケーションが
使用できない可能性がある。
【００１０】
また、統合アプリケーションによって作成された文書は一つの文書ファイルであり、この
文書ファイル単位で、その文書の編集や出力等の管理が行われる。そのために、文書ファ
イルの一部について書式を設定しようとしても、そのアプリケーションの機能による制約
が多く、例えば書式が変わる部分ごとに書式設定を変更したり、印刷し直すといった作業
が必要となる。このため、多くの労力が必要となり、生産性が低い点においては、前述し
た方法と変わりはなかった。
【００１１】
更に、従来の例外的な印刷体裁の設定方法では、各章や各ページに対して例外的に印刷体
裁を指定できるようにしていた。しかし、この従来の方法では、些細な例外設定（ページ
単位のズーム、角度指定、章単位の配置位置指定など）をするために、それ例外の設定を
含めた全ての属性を設定し直す必要がある。また、文書全体の設定と、章や各ページに対
して例外指定した設定とが偶然同じだった場合に、章や各ページの設定を文書全体の設定
に追従させるのか、例外設定として残るのかが分かりにくい。また、この章や各ページの
設定に文書全体の設定を追従する方法を使用すると、章やページの固有の設定という意味
合いを持たせることができなくなる。
【００１２】
　本発明は上記問題点を鑑みてなされたものであり、文書の作成及び編集の操作性を高め
て文書編集の生産性を向上させる文書処理方法及び装置及び を提供するこ
とを第１の目的とする。
【００１３】
　更に、文書の印刷体裁を設定するにあたって、文書の所定単位毎に、容易に任意の印刷
体裁を設定できるようにした文書処理方法及び装置及び を提供することを
第２の目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明の文書処理装置は以下のような構成を備える。即ち、
　 文書の印刷体裁を設定する文書処理装置であって、
　 文書全
体の印刷体裁を設定する第１設定手段と、
　
前記文書に含まれる所定 毎の印刷体裁を設定する第２設定手段と、
　前記第１及び第２設定手段により設定された前記印刷設定に基づいて、前記文書の印刷
体裁 手段とを有し、
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そのプログラム

そのプログラム

複数の章からなる階層構造を有する
第１階層として文書全体の第１印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、

第２階層として文書の所定単位の第２印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、
単位

情報を生成する印刷体裁生成
前記所定単位の印刷体裁は、印刷に関する複数の機能グループに分類されており、
前記第２設定手段は、
前記機能グループ毎に、前記所定単位の印刷体裁を前記第１設定手段で設定される文書

全体の印刷体裁に合わせるか否かを設定する合致設定手段と、



　

　

ことを特徴とする。
【００１６】
　上記目的を達成するために本発明の文書処理方法は以下のような工程を備える。即ち、
　 文書の印刷体裁を設定する文書処理方法であって、
　 文書全
体の印刷体裁を設定する第１設定工程と、
　
前記文書に含まれる所定 毎の印刷体裁を設定する第２設定工程と、
　前記第１及び第２設定工程において設定された前記印刷体裁に基づいて、前記文書の印
刷体裁 工程とを有し、
　
　
　

　

　

ことを特徴とする。
【００１７】
　上記目的を達成するために本発明の は以下のような を備える。即ち、
　 文書の印刷体裁を設定する文書処理方法をコンピュ
ータにより実行させるために、該コンピュータを、
　 文書全
体の印刷体裁を設定する第１設定手段と、
　
前記文書に含まれる所定 毎の印刷体裁を設定する第２設定手段と、
　前記第１及び第２設定手段により設定された前記印刷設定に基づいて、前記文書の印刷
体裁 手段とを有し、
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前記合致設定手段により、前記機能グループにおける前記所定単位の印刷体裁を前記第
１設定手段で設定される文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記
文書全体の印刷体裁に合わせないと設定された前記所定単位の印刷体裁の機能グループに
おける印刷項目を、前記文書全体の印刷体裁と独立して設定する項目設定手段とを含み、

前記印刷体裁生成手段は、前記文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定された前記
所定単位の印刷体裁の機能グループに対して前記第２設定手段で設定された印刷体裁を用
い、前記文書全体の印刷体裁に合わせることが設定された所定単位の印刷体裁の機能グル
ープに対して前記第１設定手段で設定された前記文書全体の印刷体裁を用いて前記印刷体
裁情報を生成する

複数の章からなる階層構造を有する
第１階層として文書全体の第１印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、

第２階層として文書の所定単位の第２印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、
単位

情報を生成する印刷体裁生成
前記所定単位の印刷体裁は、印刷に関する複数の機能グループに分類されており、
前記第２設定工程は、
前記機能グループ毎に、前記所定単位の印刷体裁を前記第１設定工程で設定される文書

全体の印刷体裁に合わせるか否かを設定する合致設定工程と、
前記合致設定工程で、前記機能グループにおける前記所定単位の印刷体裁を、前記第１

設定工程で設定される文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記文
書全体の印刷体裁に合わせないと設定された前記所定単位の印刷体裁の機能グループにお
ける印刷項目を、前記文書全体の印刷体裁と独立して設定する項目設定工程とを含み、

前記印刷体裁生成工程では、前記文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定された前
記所定単位の印刷体裁の機能グループに対して前記第２設定工程で設定された印刷体裁を
用い、前記文書全体の印刷体裁に合わせることが設定された所定単位の印刷体裁の機能グ
ループに対して前記第１設定工程で設定された前記文書全体の印刷体裁を用いて前記印刷
体裁情報を生成する

プログラム 構成
複数の章からなる階層構造を有する

第１階層として文書全体の第１印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、

第２階層として文書の所定単位の第２印刷体裁画面を介して入力される指示に従って、
単位

情報を生成する印刷体裁生成
前記所定単位の印刷体裁は、印刷に関する複数の機能グループに分類されており、
前記第２設定手段は、
前記機能グループ毎に、前記所定単位の印刷体裁を前記第１設定手段で設定される文書

全体の印刷体裁に合わせるか否かを設定する合致設定手段と、
前記合致設定手段により、前記機能グループにおける前記所定単位の印刷体裁を前記第

１設定手段で設定される文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定される場合に、前記
文書全体の印刷体裁に合わせないと設定された前記所定単位の印刷体裁の機能グループに
おける印刷項目を、前記文書全体の印刷体裁と独立して設定する項目設定手段とを含み、

前記印刷体裁生成手段は、前記文書全体の印刷体裁に合わせないことが設定された前記



ことを特徴とする。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００１９】
＜システム概要＞
本発明の実施の形態に係る文書処理システムの概要を説明する。この文書処理システムで
は、一般アプリケーションにより作成されたデータファイルが、電子原稿ライタによって
電子原稿ファイルに変換される。製本アプリケーションはその電子原稿ファイルを編集す
る機能を提供している。以下、その詳細は説明する。
【００２０】
＜システム構成及び動作＞
図１は、本発明の実施の形態に係る文書処理システムのソフトウェア構成を示す図である
。
【００２１】
図において、この文書処理システムはデジタルコンピュータ１００によって実現されてい
る。一般アプリケーション１０１は、ワードプロセシングやスプレッドシート、フォトレ
タッチ、ドロー或いはペイント、プレゼンテーション、テキスト編集などの機能を提供す
るアプリケーションプログラムであり、印刷機能を有している。これらアプリケーション
１０１は、作成された文書データや画像データなどのデータを印刷するにあたって、オペ
レーティングシステム（ＯＳ）により提供される所定のインターフェースを利用する。即
ち、アプリケーション１０１は、作成したデータを印刷するために、所定のインターフェ
ースを提供するＯＳの出力モジュールに対して、予め定められた、ＯＳに依存する形式の
出力コマンドを送信する。この出力コマンドを受けた出力モジュールは、プリンタ等の出
力デバイスが処理可能な形式にそのコマンドを変換し、それを出力する。この出力デバイ
スが処理可能な形式は、そのデバイスの種類やメーカ、機種などによって異なるために、
各デバイスごとにデバイスドライバが提供されており、ＯＳでは、そのデバイスドライバ
を利用してコマンドの変換を行う。ここでＯＳとして、例えばマイクロソフト社のウイン
ドウズ（ Windows（登録商標））を利用する場合には、前述した出力モジュールとしては
ＧＤＩ（ Graphic Device Interface）と呼ばれるモジュールが相当する。
【００２２】
電子原稿ライタ１０２は、前述のデバイスドライバの一つとして、本実施の形態に係る文
書処理システムの実現のために提供されるソフトウェアモジュールである。但し、この電
子原稿ライタ１０２は、特定の出力デバイスを目的としておらず、後述の製本アプリケー
ション１０４やプリンタドライバ１０６により処理可能な形式に出力コマンドを変換する
。この電子原稿ライタ１０２による変換後の形式（以後、「電子原稿形式」と呼ぶ）は、
ページ単位の原稿を詳細な書式でもって表現可能であれば特に問わない。実質的な標準形
式のうちでは、例えばアドビシステムズによるＰＤＦ形式や、ＳＧＭＬ形式などが電子原
稿形式として採用できる。アプリケーション１０１により電子原稿ライタ１０２を利用さ
せる場合には、出力に使用するデバイスドライバとして電子原稿ライタ１０２を指定して
から印刷を実行させる。但し、電子原稿ライタ１０２によって作成されたままの電子原稿
ファイルは、電子原稿ファイルとして完全な形式を備えていない。そのため、デバイスド
ライバとして電子原稿ライタ１０２を指定するのは製本アプリケーション１０４であり、
その管理下でアプリケーションデータの電子原稿ファイル１０３への変換が実行される。
【００２３】
製本アプリケーション１０４は、電子原稿ライタ１０２が生成した新規の不完全な電子原
稿ファイルを後述する形式を備えた電子原稿ファイル１０３として完成させる。以下では
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所定単位の印刷体裁の機能グループに対して前記第２設定手段で設定された印刷体裁を用
い、前記文書全体の印刷体裁に合わせることが設定された所定単位の印刷体裁の機能グル
ープに対して前記第１設定手段で設定された前記文書全体の印刷体裁を用いて前記印刷体
裁情報を生成するコンピュータとして機能させる



、この点を明瞭に識別する必要がある際には、電子原稿ライタ１０２によって作成された
ファイルを電子原稿ファイルと呼び、製本アプリケーション１０４によって構造を与えら
れた電子原稿ファイルをブックファイルと呼ぶ。
【００２４】
このようにデバイスドライバとして電子原稿ライタ１０２を指定し、一般アプリケーショ
ン１０１によりそのデータを印刷させることで、アプリケーションデータはアプリケーシ
ョン１０１によって定義されたページ（以後、「論理ページ」或いは「原稿ページ」と呼
ぶ）を単位とする電子原稿形式のデータに変換され、電子原稿ファイル１０３としてハー
ドディスクなどの記憶媒体に格納される。尚、このハードディスクは、本実施の形態の文
書処理システムを実現するコンピュータ１００が備えているローカルドライブであっても
よいし、ネットワークに接続されている場合には、そのネットワーク上に提供されるドラ
イブであっても良い。
【００２５】
製本アプリケーション１０４は、電子原稿ファイル或いはブックファイル１０３を読み込
み、それを編集するための機能を利用者に提供する。但し、この製本アプリケーション１
０４は、各ページの内容を編集する機能は提供しておらず、ページを最小単位として構成
される、後述する章やブックの構造を編集するための機能を提供している。
【００２６】
製本アプリケーション１０４によって編集されたブックファイル１０３を印刷する際には
、製本アプリケーション１０４によって電子原稿デスプーラ１０５が起動される。この電
子原稿デスプーラ１０５は、指定されたブックファイルをハードディスクから読み出し、
そのブックファイルに記述された形式で各ページを印刷するために、前述したＯＳの出力
モジュールに適合する出力コマンドを生成し、不図示の出力モジュールに出力する。その
際に、出力デバイスとして使用されるプリンタ１０７用のプリンタドライバ１０６がデバ
イスドライバとして指定される。これにより出力モジュールは、指定されたプリンタ１０
７のプリンタドライバ１０６を用いて受信した出力コマンドを、プリンタ１０７が解釈実
行可能なデバイスコマンドに変換する。そして、このデバイスコマンドはプリンタ１０７
に送信され、プリンタ１０７によってコマンドに応じた画像が印刷される。
【００２７】
図２は、本実施の形態に係るコンピュータ１００のハードウェア構成を示すブロック図で
ある。
【００２８】
図２において、ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０３のプログラム用ＲＯＭに記憶された、或い
はハードディスク２１１からＲＡＭ２０２にロードされたＯＳや一般アプリケーション１
０１、製本アプリケーション１０４などのプログラムを実行し、図１のソフトウェア構成
や、後述するフローチャートの手順を実現し、さらに、システムバス２０４に接続される
各デバイスを総括的に制御する。また、ＲＯＭ２０３のフォント用ＲＯＭ或いはハードデ
ィスク２１１には、上記製本アプリケーション１０４などの実行の際に使用するフォント
データ等が記憶されている。ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０１の主メモリ、ワークエリア等
として機能する。キーボードコントローラ（ＫＢＣ）２０５は、キーボード２０９や不図
示のポインティングデバイスからのキー入力を制御する。ＣＲＴコントローラ（ＣＲＴＣ
）２０６は、ＣＲＴディスプレイ２１０の表示を制御する。ディスクコントローラ（ＤＫ
Ｃ）２０７は、ブートプログラム、種々のアプリケーション、フォントデータ、ユーザフ
ァイル、後述する編集ファイル、プリンタ制御コマンド生成プログラム（以下、プリンタ
ドライバ）等を記憶するハードディスク（ＨＤ）２１１や不図示のフロッピー（登録商標
）ディスク（ＦＤ）等とのアクセスを制御する。プリンタコントローラ（ＰＲＴＣ）２０
８は、接続されたプリンタ１０７（図１参照）との間の信号の交換を制御する。ネットワ
ークコントローラ（ＮＣ）２１２はネットワークに接続されて、このネットワークに接続
された他の機器との通信制御処理を実行する。
【００２９】
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なお、ＣＰＵ２０１は、例えばＲＡＭ２０２上に設定された表示情報ＲＡＭへのアウトラ
インフォントの展開（ラスタライズ）処理を実行し、ＣＲＴ２１０上でのＷＹＳＩＷＹＧ
を可能としている。また、ＣＰＵ２０１は、ＣＲＴ２１０上の不図示のマウスカーソル等
で指示されたコマンドに基づいて、登録された種々のウインドウを開き、種々のデータ処
理を実行する。ユーザは印刷を実行する際、印刷の設定に関するウインドウを開き、プリ
ンタの設定や、印刷モードの選択を含むプリンタドライバに対する印刷処理方法の設定を
行うことができる。
【００３０】
＜電子原稿データの形式＞
製本アプリケーション１０４の詳細に言及する前に、ブックファイルのデータ形式につい
て説明する。
【００３１】
このブックファイルは紙媒体の書物を模した３層構造を有しており、上位層は「ブック」
と呼ばれ、１冊の本を模しており、その本全般に係る属性が定義されている。その下の中
間層は、本でいう章に相当し、やはり「章」と呼ばれる。各章についても、章ごとの属性
が定義できる。下位層は「ページ」であり、アプリケーションプログラムで定義された各
ページに相当する。各ページついてもページごとの属性が定義できる。一つのブックは複
数の章を含んでいてよく、また、一つの章は複数のページを含むことができる。
【００３２】
図３（Ａ）（Ｂ）は、このブックファイルの形式の一例を模式的に示す図である。この例
のブックファイルにおける、ブック、章、ページは、それぞれに相当するノードにより示
されている。一つのブックファイルは一つのブックを含む。ブック、章は、ブックとして
の構造を定義するための概念であるから、定義された属性値と下位層へのリンクとを含む
。ページは、アプリケーションプログラムによって出力されたページごとのデータを実体
として有する。そのため、ページは、その属性値の他、原稿ページの実体（原稿データ）
と各原稿データへのリンクを含む。なお、紙媒体等に出力する際の印刷ページは複数の原
稿ページを含む場合がある。この構造に関してはリンクによって表示されず、ブック、章
、ページ各階層における属性として表示される。
【００３３】
図３（Ａ）において、３０１はブック属性を定義するとともに、２つの章を示す章属性３
０２Ａ，３０２Ｂがリンクされている。このリンクにより、これら章属性３０２Ａ，３０
２Ｂに対応する２つの章が、このブック属性３０１で定義されるブックに包含されている
ことが表示される。章属性３０２Ａには、ページ属性３０３Ａ，３０３Ｂがリンクされ、
これらページ属性に対応するページが含まれることが示されている。各ページ属性３０３
Ａ，３０３Ｂにはそれぞれ属性値が定義され、その実体である原稿データ（１）、（２）
へのリンクが含まれる。これらリンクは、図３（Ｂ）に示す原稿データ３０４の原稿デー
タ（１）、（２）を指し示し、ページ属性３０３Ａ、３０３Ｂの実体が、原稿データ（１
）、（２）であることを表示する。同様に、章属性３０２Ｂには、ページ属性３０３Ｃ，
３０３Ｄがリンクされ、その原稿データは、図３（Ｂ）に示す原稿データ（３）、（４）
であることがわかる。
【００３４】
図４は、ブック属性３０１の具体例を説明する図である。尚、これら属性項目のうち、下
位層と重複して定義可能な属性項目に関しては、下位層の属性値が優先採用される。その
ため、ブック属性にのみ含まれる項目に関しては、ブック属性に定義された値はブック全
体を通して有効な値となる。しかし、下位層と重複する項目については、下位層において
定義されていない場合における既定値としての意味を有する。なお、図示された各属性項
目は具体的に１項目に対応するのではなく、関連する複数の項目を含むものもある。
【００３５】
図５は章属性の、図６はページ属性の具体例をそれぞれ説明する図である。なお、ここで
章属性とページ属性との関係も、前述したブック属性と下位層の属性との関係と同様であ
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る。
【００３６】
これらの図から明らかなように、ブック属性３０１に固有の属性項目は、「印刷方法」、
「製本詳細」、「表紙／裏表紙」、「インデックス紙」、「合紙」、「章区切り」の６項
目である。これら属性項目は、ブックを通して定義される項目である。ここで「印刷方法
」の属性としては、「片面印刷」、「両面印刷」、「製本印刷」の３つの値を指定できる
。「製本印刷」とは、別途指定する枚数の用紙を束にして２つ折りにし、その束をつづり
合わせることで製本が可能となる形式で印刷する方法である。また「製本詳細」は「製本
印刷」が指定されている場合に、見開き方向や、束になる枚数等を指定する。
【００３７】
「表紙／裏表紙」は、ブックとしてまとめられる電子原稿ファイルを印刷する際に、表紙
および裏表紙となる用紙を付加することの指定、及び付加した用紙への印刷内容の指定を
含む。「インデックス紙」は、章の区切りとして、印刷装置に別途用意される耳付きのイ
ンデックス紙の挿入の指定及びそのインデックス（耳）部分への印刷内容の指定を含む。
この属性は、印刷用紙とは別に用意された用紙を所望の位置に挿入するインサート機能を
持ったインサータが使用する印刷装置に備えられている場合か、或いは、複数の給紙カセ
ットを使用可能である場合に有効となる。これは「合紙」についても同様である。この「
合紙」は、章の区切りとして、インサータから或いは給紙カセットから供給される用紙の
挿入の指定、及び合紙を挿入する場合には、給紙元の指定などを含む。
【００３８】
「章区切り」は、章の区切り目において、新たな用紙を使用するか、新たな印刷ページを
使用するか、特に何もしないか等の指定を含む。片面印刷時には、新たな用紙の使用と新
たな印刷ページの使用とは同じ意味を持つ。両面印刷時には、「新たな用紙の使用」を指
定すれば、連続するページが１枚の用紙に印刷されることはないが、「新たな印刷ページ
の使用」を指定すれば、連続するページが１枚の用紙の表裏に印刷されることがあり得る
。
【００３９】
次に図５の章属性に関しては、章に固有の項目はなく、全てブック属性と重複する。従っ
て、章属性における定義とブック属性における定義とが異なれば、章属性で定義された値
が優先する。ブック属性と章属性とにのみ共通する属性項目は、「用紙サイズ」、「用紙
方向」、「Ｎ－ｕｐ印刷指定」、「拡大縮小」、「排紙方法」の５項目である。このうち
、「Ｎ－ｕｐ印刷指定」の属性は、１印刷ページに含まれる原稿ページ数を指定するため
の項目である。ここで指定可能な配置としては、１×１や１×２、２×２、３×３、４×
４などがある。「排紙方法」は、排出した用紙にステイプル処理を施すか否かを指定する
ための項目であり、この属性の有効性は、使用するプリンタがステイプル機能を有するか
否かに依存する。
【００４０】
次に図６に示すページ属性に固有の項目には、「ページ回転」、「ズーム」、「配置位置
」、「アノテーション」、「ページ分割」などがある。「ページ回転」は、原稿ページを
印刷ページに配置する際の回転角度を指定するための項目である。「ズーム」は、原稿ペ
ージの変倍率を指定するための項目である。このズームにおける変倍率は、仮想論理ペー
ジ領域のサイズを１００％として指定される。この仮想論理ページ領域とは、原稿ページ
を、Ｎ－ｕｐ等の指定に応じて配置した場合に、１枚の原稿ページが占める領域である。
例えば１×１であれば、仮想論理ページ領域は１枚の印刷ページに相当する領域となり、
１×２であれば、１枚の印刷ページの各辺を約７０パーセントに縮小した領域となる。
【００４１】
ブック属性、章属性及びページ属性において共通する属性項目として、「ウォータマーク
」及び「ヘッダ・フッタ」がある。「ウォータマーク」とは、アプリケーションで作成さ
れたデータに重ねて印刷される、別途指定される画像や文字列などである。「ヘッダ・フ
ッタ」は、それぞれ各ページの上余白および下余白に印刷されるウォータマークである。
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但し、「ヘッダ・フッタ」には、ページ番号や日時など、変数により指定可能な項目が用
意されている。なお、「ウォータマーク」及び「ヘッダ・フッタ」において指定可能な内
容は、章属性とページ属性とでは共通であるが、ブック属性ではそれらと異なっている。
ブック属性においては、ウォータマークやヘッダ・フッタの内容を設定できるし、また、
ブック全体を通して、どのようにウォータマークやヘッダ・フッタを印刷するかを指定す
ることができる。一方、章属性やページ属性では、その章やページにおいて、ブック属性
で設定されたウォータマークやヘッダ・フッタを印刷するか否かを指定できる。
【００４２】
ここで、本実施の形態に係る文書処理システムにおける印刷体裁設定の例外指定の方法に
ついて説明する。
【００４３】
図７は、本実施の形態に係る文書処理システムにおける印刷体裁設定の全体的な処理の流
れを示すフローチャートである。本実施の形態における例外指定を行う前に、ステップＳ
７０１においてブック全体の印刷体裁の設定を、図８に示す操作ウインドウにより行う。
【００４４】
図８は、製本アプリケーション１０４の「ブックの詳細設定」ウインドウを示す図である
。このウインドウは、図９のアプリケーション操作画面にある編集メニューの中の「ブッ
クの詳細設定」（不図示）或いはツールバー上の「ブックの詳細設定」ボタン（不図示）
から起動され、ＣＲＴ２１０に表示される。「ブックの詳細設定」ウインドウは、ブック
全体に影響する属性の設定を行うためのウインドウである。このウインドウは、図８に示
すように「ページ設定」、「仕上げ」、「編集」、「給紙」の４つのシートで構成されて
おり、図８は、「ページ設定」のシートを表示した状態を示している。この「ページ設定
」のシートでは、主に原稿のレイアウトに関する設定を行うことができる。
【００４５】
尚、既に印刷体裁が設定されており、変更などの更なる設定をする必要がない場合は、そ
のままステップＳ７０２に進み、章又はページの印刷体裁を設定するかどうかを判断し、
行わない場合には処理を終了する。章の印刷体裁を設定する場合にはステップＳ７０３に
進む。このステップＳ７０３の処理は図１０及び図１１を参照して後述する。また、ペー
ジの印刷体裁を設定する場合にはステップＳ７０４に進む。このステップＳ７０４の処理
については、図１２を参照して後述する。こうして章又はページの印刷体裁の設定後、ス
テップＳ７０５において、変更された印刷体裁を保存する。
【００４６】
次に、設定されたブック全体の属性のうち、ある特定の章についてその属性の一部を異な
る属性に変更する処理（図７のステップＳ７０３）を、図１０及び図１１を参照して説明
する。
【００４７】
図１１は、図７のステップＳ７０３における章の印刷体裁の設定処理を示すフローチャー
トである。
【００４８】
章の印刷体裁の指定処理が指示されると、ステップＳ１１０１において、図５に示す章属
性を設定可能な「章の詳細設定」ウインドウが表示される。なお、章の印刷体裁の指定処
理の指示は、図９のアプリケーション操作画面にある編集メニューの「章の詳細設定」（
不図示）或いはツールバー上の「章の詳細設定」ボタン（不図示）から起動される。
【００４９】
図１０は、製本アプリケーション１０４の「章の詳細設定」ウインドウを示す。この「章
の詳細設定」ウインドウは、図８の「ブックの詳細設定」ウインドウと同様に「ページ設
定」、「仕上げ」、「編集」、「給紙」の４つのシートで構成されており、図１０は、そ
の内の「ページ設定」のシートを表示した状態を示している。基本的には、この「章の詳
細設定」は、図８の「ブックの詳細設定」のページ設定で設定できる情報と同じであるが
、以下の３機能が追加されている。
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【００５０】
・出力用紙に関する設定をブック、即ち、「文書の詳細設定」に合わせる（８０１）。
【００５１】
・ページレイアウトに関する機能をブックに合わせる（８０２）。
【００５２】
・原稿の配置に関する設定をブックに合わせる（８０３）。
【００５３】
このように図８において、チェックボックス８００をチェックすることにより、その章の
出力用紙に関する設定をブック属性に合わせることができる。同様に、チェックボックス
８０１をチェックすることにより、その章のページレイアウトに関する設定をブック属性
に合わせることができ、またチェックボックス８０２をチェックすることにより、その章
の原稿の配置に関する設定をブック属性に合わせることができる。尚、ここで、ブックに
合わせるとは、ブック全体の設定に合わせることを意味する。
【００５４】
次にステップＳ１１０２において、章の属性が変更されたかどうかを判断する。変更され
ていなければそのまま処理を終了し、変更されていれば、ステップＳ１１０３に進み、変
更後の設定が、ブック属性の設定と同じになるように設定されているかどうかを確認する
。ここでは、変更後の設定が「ブックに合わせる」と指定されているかどうかを確認する
。ここで「ブックに合わせる」が設定されていれば（ステップＳ１１０３でＹＥＳ）、該
当する機能グループに属する設定項目がどのように設定されていようとも、ブック属性の
詳細設定で設定された設定事項が適用される（ステップＳ１１０５）。
【００５５】
一方、「ブックに合わせる」が設定されていなければ（ステップＳ１１０３でＮＯ）ステ
ップＳ１１０４に進み、該当する機能グループに属する設定項目は、章属性で設定した例
外指定が反映される。尚、ここでいう機能グループとは、同じ属性を持つ印刷体裁項目と
してまとめたものである。例えば、ページレイアウト機能は、同じページレイアウト属性
であるページレイアウト、配置順、境界線の３個の機能で構成されている。従って、この
ように機能グループを単位として例外指定を行うことで、属性として意味のある単位で例
外指定することが可能となる。従って、ブック全体の設定とは異なった、章特有の設定が
保持されることになる。
【００５６】
また、ブック情報に対して、その章に特有の属性情報を設定できるのと同様に、その章に
含まれるページに対して特有の属性情報を設定することができる。この処理の流れ（図７
のステップＳ７０４）を図１２に示す。この処理は、ブック及び章の詳細設定ウインドウ
と同様に、図９のアプリケーション操作画面にある編集メニューの「ページの詳細設定」
（不図示）或いはツールバー上の「ページの詳細設定」ボタン（不図示）から起動される
。
【００５７】
図１２は、本実施の形態に係る文書処理システムにおいてページの印刷体裁の設定処理を
示すフローチャートで、これは図７のステップＳ７０４の処理に相当している。
【００５８】
ページの詳細設定が起動されるとステップＳ１２０１に進み、「章の詳細設定」ウインド
ウと同様の構成を有する、図６に示すページ属性を設定可能な「ページの詳細設定」ウイ
ンドウ（不図示）を表示する。なお、この「ページの詳細設定」ウインドウは基本的に図
８と同様であるが、図８の「ブックに合わせる」の代りに、この「ページの詳細設定」ウ
インドウでは「章に合わせる」の機能が追加されており、それぞれ対応するチェックボッ
クスが設けられている。
【００５９】
次にステップＳ１２０２に進み、ページの印刷体裁の設定が変更されたかどうかを判断す
る。変更されていなければそのまま処理を終了し、変更されていれば、ステップＳ１２０
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３に進み、変更後の設定が章の設定と同じであるかどうかを確認する。ここでは、変更後
の設定が「章に合わせる」の指定であるかどうかを確認する。「章に合わせる」のチェッ
クボックスがチェックされていれば（ステップＳ１２０３でＹＥＳ）ステップＳ１２０５
に進み、該当する機能グループに属する設定項目がどのように設定されていようとも、章
の詳細設定で設定された設定項目が設定に適用される。なお、この「章に合わせる」が指
定されている場合、そのページが該当する章の詳細設定で「ブックに合わせる」が指定さ
れていれば、最終的にはそのページには、ブック属性が適用されることになる。
【００６０】
一方、この機能が設定されていなければ（ステップＳ１２０３でＮＯ）ステップＳ１２０
４に進み、該当する機能グループに属する設定項目は、章で設定した例外指定が反映され
る。従って、ここでは機能グループを単位として例外指定を行うことで、属性として意味
のある単位で例外指定することが可能となる。従って、ブック属性及び章属性の設定とは
異なった、そのページ特有の属性を設定することができる。
【００６１】
＜ブックファイルの生成手順＞
ブックファイルは上述したような構造および内容を有している。次に、製本アプリケーシ
ョン１０４及び電子原稿ライタ１０２によってブックファイルを作成する手順を説明する
。このブックファイルの作成は、製本アプリケーション１０４によるブックファイルの編
集操作の一環として実現される。
【００６２】
図１３は、製本アプリケーション１０４によりブックファイルを開く際の手順を示すフロ
ーチャートである。
【００６３】
まずステップＳ１３０１で、開こうとするブックファイルが、新規作成すべきものである
か、それとも既存のものであるか判定する。新規作成の場合にはステップＳ１３０２に進
み、章を含まないブックファイルを新規に作成する。新規に作成されるブックファイルは
、図３の例で示せば、ブック属性３０１のみ有し、章属性のノードに対するリンクが存在
しないブック属性のみのノードとなる。尚、このブック属性には、新規作成用として予め
用意された属性のセットが適用される。そしてステップＳ１３０４に進み、新規ブックフ
ァイルを編集するためのユーザインターフェース（ＵＩ）画面を表示する。
【００６４】
図１４は、こうして新規にブックファイルが作成された際のＵＩ画面の一例を示す図であ
る。この場合には、ブックファイルは実質的な内容を持たないために、ＵＩ画面１４００
には何も表示されない。
【００６５】
一方、既存のブックファイルがあればステップＳ１３０３に進み、指定されたブックファ
イルを開き、そのブックファイルの構造、属性、内容に従ってユーザインターフェース（
ＵＩ）画面を表示する。
【００６６】
図９は、このＵＩ画面の一例を示す図である。このＵＩ画面９００は、ブックの構造を示
すツリー部９０１と、印刷された状態を表示するプレビュー部９０２とを含む。ツリー部
９０１には、そのブックに含まれる章、及び各章に含まれるページが、図３（Ａ）のよう
な木構造で表示される。ツリー部９０１に表示されるページは原稿ページである。プレビ
ュー部９０２には、印刷ページの内容が縮小されて表示される。その表示順序は、ブック
の構造を反映したものとなっている。
【００６７】
さて、こうして開かれたブックファイルには、電子原稿ライタ１０２によって電子原稿フ
ァイルに変換されたアプリケーションデータを、新たな章として追加することができる。
この機能を電子原稿インポート機能と呼ぶ。この機能を用いて、図１３の手順によって新
規に作成されたブックファイルに電子原稿インポートすることで、そのブックファイルに
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は実体が与えられる。この機能は、図９の画面にアプリケーションデータをドラッグアン
ドドロップ操作することで起動される。
【００６８】
図１５は、その電子原稿インポートの手順を示すフローチャートである。
【００６９】
まずステップＳ１５０１で、指定されたアプリケーションデータを生成したアプリケーシ
ョンプログラムを起動し、デバイスドライバとして電子原稿ライタ１０２を指定してアプ
リケーションデータを印刷出力させることで、電子原稿データに変換する。変換を終えた
ならステップＳ１５０２に進み、その変換されたデータが画像データであるか否かを判定
する。この判定は、例えばウインドウズ（登録商標）ＯＳの下であれば、アプリケーショ
ンデータのファイル拡張子に基づいて行うことができる。例えば、拡張子が「ｂｍｐ」で
あればビットマップデータであり、「ｊｐｇ」であればｊｐｅｇ圧縮された画像データ、
「ｔｉｆｆ」であればｔｉｆｆ形式の画像データであると判定できる。
【００７０】
画像データでなかった場合にはステップＳ１５０３に進み、ステップＳ１５０１で生成さ
れた電子原稿ファイルを、現在開かれているブックファイルのブックに、新たな章として
追加する。ここで章属性としては、ブック属性と共通するものについてはブック属性の値
がコピーされ、そうでないものについては予め用意された規定値に設定される。
【００７１】
またステップＳ１５０２で画像データである場合はステップＳ１５０４に進み、原則とし
て新たな章は追加されず、指定されている章に、ステップＳ１５０１で生成された電子原
稿ファイルに含まれる各原稿ページが追加される。但し、ブックファイルが新規作成され
たファイルであれば、新たな章が作成されて、その章に属するページとして電子原稿ファ
イルの各ページが追加される。ページ属性は、上位層の属性と共通のものについてはその
属性値が与えられ、アプリケーションデータにおいて定義された属性を電子原稿ファイル
に引き継いでいるものについてはその値が与えられる。例えば、Ｎ－ｕｐ指定などがアプ
リケーションデータにおいてされていた場合には、その属性値が引き継がれる。このよう
にして、新規なブックファイルが作成され、或いは、新規な章が追加される。
【００７２】
図１６は、図１５のステップＳ１５０１において、電子原稿ライタ１０２により電子原稿
ファイルを生成させる手順を示すフローチャートである。
【００７３】
まずステップＳ１６０１で、新たな電子原稿ファイルを作成してそれを開く。次にステッ
プＳ１６０２に進み、指定したアプリケーションデータに対応するアプリケーションを起
動し、電子原稿ライタ１０２をデバイスドライバとして、ＯＳの出力モジュールに対して
出力コマンドを送信させる。この出力モジュールは、受信した出力コマンドを電子原稿ラ
イタ１０２によって電子原稿形式のデータに変換し、出力する。この場合の出力先はステ
ップＳ１６０１で開いた電子原稿ファイルである。次にステップＳ１６０２では、指定さ
れたデータの全てについて変換が終了したか判定し、終了していればステップＳ１６０４
に進み、電子原稿ファイルを閉じる。ここで電子原稿ライタ１０２によって生成される電
子原稿ファイルは、図３（Ｂ）に示した、原稿ページデータの実体を含むファイルである
。
【００７４】
＜ブックファイルの編集＞
以上のようにして、アプリケーションデータからブックファイルを作成することができる
。こうして生成されたブックファイルについては、章及びページに対して次のような編集
操作が可能である。
（１）新規追加
（２）削除
（３）コピー
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（４）切り取り
（５）貼り付け
（６）移動
（７）章名称変更
（８）ページ番号名称振り直し
（９）表紙挿入
（１０）合紙挿入
（１１）インデックス紙挿入
（１２）各原稿ページに対するページレイアウト。
【００７５】
この他、一旦、行った編集操作を取り消す操作や、更に取り消した操作をやり直す操作が
可能である。これら編集機能により、例えば複数のブックファイルの統合、ブックファイ
ル内で章やページの再配置、ブックファイル内で章やページの削除、原稿ページのレイア
ウト変更、合紙やインデックス紙の挿入などといった編集操作が可能となる。これらの操
作を行うと、図４乃至図６に示す属性に操作結果が反映されたり、或いはブックファイル
の構造に反映される。例えば、ブランクページの新規追加操作を行えば、その指定された
箇所にブランクページが挿入される。このブランクページは原稿ページとして扱われる。
また、原稿ページに対するレイアウトを変更すれば、その変更内容は、「印刷方法」や「
Ｎ－ｕｐ印刷」、「表紙／裏表紙」、「インデックス紙」、「合紙」、「章区切り」とい
った属性に反映される。
【００７６】
＜ブックファイルの出力＞
以上のように作成・編集されるブックファイルは印刷出力を最終目的としている。利用者
が図９に示す製本アプリケーションのＵＩ９００からファイルメニューを選択し、そこか
ら印刷を選択すると、指定したデバイス、例えばプリンタ１０７）により印刷出力される
。この際、まず製本アプリケーション１０４は、現在開かれているブックファイルのブッ
ク属性から章属性を設定し、その章属性から、その章属性の下層に位置するページ属性を
設定する。ここで、章属性に例外設定があった場合、章属性以下のページ属性には章属性
の例外設定値が設定される。また、ページ属性に例外設定があった場合は、上位層のブッ
ク及び章属性に関係なく、ページ属性で規定された例外設定値が設定される。
【００７７】
本実施の形態に係る製本アプリケーション１０４では、上述のように、ブックファイル内
のブック、章、ページに対してそれぞれ属性を設定することができる。また、ブックファ
イルは、図３を参照して前述したように階層構造になっており、ブック属性がある値に設
定されれば、ブック属性の下層に位置している章属性も同様の設定値に変更される。同様
に、章属性が変更されれば、章属性の下層に位置しているページ属性も変更される。しか
し、この製本アプリケーション１０４では、章属性やページ属性に例外設定を行うことが
可能となっている。もし、章属性やページ属性に例外設定が行われていた場合、その上位
にあるブック属性或いは章属性が変更されたとしても、その上位の属性が下層の属性に反
映されずに例外設定した設定値が適用されることになる。
【００７８】
例えば、図３のような２つの章と４ページからなる構成のブック属性３０１において例外
設定を行った場合を説明する。このとき、ブック属性３０１において出力用紙サイズ「Ａ
４」が設定された場合には、そのブックに含まれる全てのページの属性が「Ａ４」サイズ
となる。また、ブック属性３０１の出力用紙サイズを他の値に変えたとしても、全ての章
及びページ属性は、このブック属性３０１と同じものとなる。
【００７９】
しかし、このブック属性に含まれる章属性（２）３０２Ｂにおいて、出力用紙サイズ「Ａ
３」という例外設定が行われたとすると、その章属性３０２Ｂの下層に位置しているペー
ジ属性３０３Ｃ，３０３Ｄの出力用紙サイズも同様に「Ａ３」となる。更に、ここでブッ
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ク属性３０１が変更されたとしても、章属性（２）３０２Ｂと、この章属性３０２Ｂの下
層のページ属性には、そのブック属性３０１の変更が反映されない。
【００８０】
以上のようにして、各ページの属性値を確定すると、その確定したページ毎の属性値を使
用し、ブックファイルのジョブチケットを作成していく。以上のようにして作成されたジ
ョブチケットを電子原稿デスプーラ１０５に渡す。電子原稿デスプーラ１０５は、ジョブ
チケットをＯＳの出力コマンド、例えばウィンドウズ（登録商標）のＧＤＩコマンドに変
換し、それを出力モジュール、例えばＧＤＩに送信する。出力モジュールは、指定された
プリンタドライバ１０６によってプリンタ１０７に適したコマンドを生成し、そのプリン
タ１０７に送信する。
【００８１】
図１７は、このジョブチケットの一例を説明する図である。
【００８２】
図において、１７００，１７０１，１７０２のそれぞれは、１枚目、２枚目及び３枚目の
ページを印刷するための情報を規定しており、１７１０はその用紙サイズ（１，２枚目は
Ａ４サイズ、３枚目はＡ３サイズ）、１７１１はそこに印刷する画像データを表わしてお
り、その詳細内容は１７０３乃至１７０５で表わされており、それぞれ１枚目、２枚目、
３枚目の画像データに相当している。
【００８３】
このジョブチケットは、原稿ページを最小単位とする構造を有するデータである。このジ
ョブチケットのデータ構造は、用紙上における原稿ページのレイアウトを定義している。
このジョブチケットは１ジョブにつき１つ発行される。そのため、まず最上位にドキュメ
ントというノードがあり（図１７では略している）、そこには文書全体の属性、例えば両
面印刷／片面印刷などが定義されている。その下には、図１７に示す用紙ノードが属し、
ここでは用いるべき用紙の識別子や、プリンタにおける給紙口の指定などの属性が含まれ
る。各用紙ノードには、その用紙で印刷されるシートのノードが属しており、１シートは
１枚の用紙に相当する。各シートには、印刷ページ（物理ページ）が属する。ここで片面
印刷ならば１シートには１つの物理ページが属し、両面印刷ならば１シートに２つの物理
ページが属する。各物理ページには、そのページに配置される原稿ページ（ Signature Na
me=""）が属する。また物理ページの属性として、原稿ページのレイアウトが含まれる。
【００８４】
電子原稿デスプーラ１０５は、上述のジョブチケットを、出力モジュールへの出力コマン
ドに変換する。
【００８５】
＜そのほかのシステム構成＞
本実施の形態の文書処理システムの概要は以上のようなものである。これはスタンドアロ
ン型のシステムであるが、これを拡張したサーバクライアント・システムでもほぼ同様の
構成・手順でブックファイルが作成・編集される。但し、ブックファイルや印刷処理はサ
ーバによって管理される。
【００８６】
図１８はサーバクライアント型文書処理システムの構成を示すブロック図である。
【００８７】
クライアント文書処理システム１８００は、スタンドアロン型システムに、クライアント
モジュールであるＤＯＭＳ（文書出力管理サービス）ドライバ１０９およびＤＯＭＳプリ
ントサービスモジュール１１０、ＤＳ（文書サービス）クライアントモジュール１０８を
加えた構成を有する。このクライアント文書処理システム１８００に、文書管理サーバ１
８０１および印刷集中管理サーバ１８０２及びプリントサーバ１８０３が接続されている
。これらサーバ１８０２，１８０３は、通常ネットワークによってクライアントと接続さ
れるが、サーバが同時にクライアントとしても機能する場合には、ネットワーク間の通信
をシミュレートするプロセス間通信によって接続される。なお図１８では、文書管理サー
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バ１８０１と印刷集中管理サーバ１８０２の両サーバがクライアントに接続されているが
、いずれか一方のみがネットワーク上に存在する場合もあり得る。いま接続されているサ
ーバが文書管理サーバ１８０１であれば、そのクライアントモジュールを含む文書管理サ
ーバ／クライアントシステム１８０１ＳＣが、印刷集中管理サーバ１８０２であれば、そ
のクライアントモジュールを含む印刷管理サーバクライアントシステム１８０２ＳＣが、
それぞれスタンドアロン型文書管理システムに追加される。
【００８８】
文書管理サーバ１８０１は、製本アプリケーション１０４により作成・編集されたブック
ファイルを格納するサーバである。この文書管理サーバ１８０１によってブックファイル
を管理する場合、ブックファイルは、クライアントＰＣのローカルＨＤに代わって、或い
はそれに加えて、文書管理サーバ１８０１のデータベース１８１１に保存される。製本ア
プリケーション１０４と文書管理サーバ１８０１との間のブックファイルの保存および読
み出しは、ＤＳクライアント１０８及びＤＳコア１８１２を介して行われる。
【００８９】
印刷集中管理サーバ１８０２は、クライアント文書管理システム１８００に格納された、
或いは文書管理サーバ１８０１に格納されたブックファイルの印刷を管理するサーバであ
る。クライアントにおける印刷要求は、ＤＯＭＳドライバ１０９及びＤＯＭＳプリントサ
ービスモジュール１１０を介して印刷集中管理サーバ１８０２のＤＯＭＳＷＧサーバモジ
ュール１８２１に送信される。集中印刷管理サーバ１８０２は、クライアントのプリンタ
１０７で印刷する場合にはクライアントのＤＯＭＳプリントサービスモジュール１１０を
介して電子原稿デスプーラ１０５に電子原稿データを渡す。一方、プリントサーバ１８０
３により印刷する場合には、プリントサーバ１８０３のＤＯＭＳプリントサービスモジュ
ール１８３１に送信する。印刷集中管理サーバ１８０２は、例えば保存されているブック
ファイルに対して印刷要求を発行した利用者の資格などについてセキュリティチェックを
行ったり、印刷処理のログを保存したりする。このように、本実施の形態に係る文書処理
システムは、スタンドアロンとしても、クライアントサーバシステムとしても実現できる
。
【００９０】
＜プレビュー表示の内容＞
既に説明した通り、ブックファイルが製本アプリケーションによって開かれると、図９に
示すユーザインターフェース画面９００が表示される。ツリー部９０１には、開いている
ブック（以下、「注目ブック」と呼ぶ。）の構造を示すツリーが表示される。またプレビ
ュー部９０２には、利用者の指定に応じて、３通りの表示方法が用意されている。第１は
原稿ページをそのまま表示する原稿ビューと呼ばれるモードである。この原稿ビューモー
ドでは、注目ブックに属する原稿ページの内容が縮小されて表示される。尚、このプレビ
ュー部９０２の表示にレイアウトは反映されない。第２は印刷ビューモードである。印刷
ビューモードでは、プレビュー部９０２には、原稿ページのレイアウトが反映された形で
原稿ページが表示される。第３は簡易印刷ビューモードである。簡易印刷ビューモードで
は、各原稿ページの内容はプレビュー部９０２の表示には反映されず、レイアウトのみが
反映される。
【００９１】
なお本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インターフェース機器、リーダ
、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例え
ば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【００９２】
また本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコー
ドを記録した記憶媒体（または記録媒体）を、システム或いは装置に供給し、そのシステ
ム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラ
ムコードを読み出し実行することによっても達成される。この場合、記憶媒体から読み出
されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現することになり、そのプロ
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グラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。また、コンピュータが
読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形態の機能が実現され
るだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼働しているオ
ペレーティングシステム（ＯＳ）などが実際の処理の一部または全部を行い、その処理に
よって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００９３】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張カードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに備わ
るＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態
の機能が実現される場合も含まれる。
【００９４】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、章及びページ属性の例外設定を、設定グループ毎に
設定することができるため、例外設定を行わない属性に関しては、共通の設定を用いるこ
とができる。
【００９５】
これにより、文書の印刷体裁を設定するにあたって、文書の所定単位毎の例外設定操作を
簡素化することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るスタンドアロン型の文書処理システムの構成を説明す
るためのブロック図である。
【図２】本実施の形態に係る文書処理システムを実現するホストコンピュータの構成を示
すブロック図である。
【図３】本実施の形態に係るブックファイルの構造の一例を示す図で、図３（Ａ）はブッ
クファイルの形式の一例を模式的に示す図、図３（Ｂ）は原稿データの構成を示す図であ
る。
【図４】本実施の形態に係るブック属性の一例を示す図である。
【図５】本実施の形態に係る章属性の一例を示す図である。
【図６】本実施の形態に係るページ属性の一例を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る文書処理システムにおける印刷体裁設定の全体的な処
理の流れを示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施の形態に係るブックの詳細設定を行うユーザインターフェースの一
例を示す図である。
【図９】既存のブックファイルを開いた際のユーザインターフェース画面の一例を示す図
である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る章の詳細設定を行うユーザインターフェースの一例
を示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係る章の例外設定処理（図７のＳ７０３）を示すフロー
チャートである。
【図１２】本発明の実施の形態に係るページの例外設定処理（図７のＳ７０４）を示すフ
ローチャートである。
【図１３】本実施の形態に係る文書処理システムにおけるブックファイルを開く手順を説
明するフローチャートである。
【図１４】新規のブックファイルを開いた際のユーザインターフェース画面の一例を示す
図である。
【図１５】本実施の形態に係る文書処理システムにおける、電子原稿ファイルをブックフ
ァイルにインポートする手順を説明するフローチャートである。
【図１６】本実施の形態に係る文書処理システムによるアプリケーションデータを電子原
稿ファイルに変換する手順を示すフローチャートである。
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【図１７】本実施の形態に係るジョブチケットの例を説明する図である。
【図１８】本実施の形態に係る文書処理システムに係るクライアントサーバ型の文書処理
システムのブロック図である。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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